あつまろう　よみかきのなかまたち
だい34かい よみかきこうりゅうかい2023
開 (かい)催 (さい)案 (あん)内 (ない)

【日 (にち)　　時 (じ)】　　2023年 (ねん)11月 (がつ)12日 (にち)（日 (にち)）午後 (ごご)１時 (じ)30分 (ぷん)から午後 (ごご)４時 (じ)（受付 (うけつけ)は午後 (ごご)１時 (じ)から）
【場 (ば)　　所 (しょ)】　　大 (おお)阪 (さか)教 (きょう)育 (いく)大 (だい)学 (がく) 天 (てん)王 (のう)寺 (じ)キ (き)ャ (ゃ)ン (ん)パ (ぱ)ス (す)（大 (おお)阪 (さか)市 (し)天 (てん)王 (のう)寺 (じ)区 (く)南 (みなみ)河 (かわ)堀 (ほり)町 (ちょう)４-88）
【目 (もく)　　的 (てき)】　　参 (さん)加 (か)者 (しゃ)が自 (じ)分 (ぶん)の思 (おも)いや生 (お)い立 (た)ちを発 (はっ)表 (ぴょう)したり、話 (はな)し合 (あ)ったりして交 (こう)流 (りゅう)します。
【参 (さん)加 (か)者 (しゃ)】　　識 (しき)字 (じ)・日 (に)本 (ほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)の学 (がく)習 (しゅう)者 (しゃ)やパ (ぱ)ー (ー)ト (と)ナ (な)ー (ー)（支 (し)援 (えん)者 (しゃ)）、夜 (や)間 (かん)中 (ちゅう)学 (がく)の生 (せい)徒 (と)や教 (きょう)職 (しょく)員 (いん)、
各 (かく)地 (ち)域 (いき)の識 (しき)字 (じ)・日 (に)本 (ほん)語 (ご)連 (れん)絡 (らく)会 (かい)など団体 (だんたい)関係者 (かんけいしゃ)、行 (ぎょう)政 (せい)職 (しょく)員 (いん)など
【参 (さん)加 (か)費 (ひ)】　　無 (む)料 (りょう)
【主 (しゅ)　　催 (さい)】　　だい３４かい よみかきこうりゅうかい2023実 (じっ)行 (こう)委 (い)員 (いん)会 (かい)

【プログラム (ぷろぐらむ)】
	発 (はっ)表 (ぴょう)
・
交 (こう)流 (りゅう)
	午後 (ごご)１時 (じ)30分 (ぷん)から午後 (ごご)２時 (じ)

	
	【全 (ぜん)体 (たい)会 (かい)】西 (にし)館 (かん)（ホ (ほ)ー (ー)ル (る)・各 (かく)講 (こう)義 (ぎ)室 (しつ)）
　〇 開 (かい)会 (かい)のあいさつ　　○ 教 (きょう)室 (しつ)紹 (しょう)介 (かい)　　○ 映 (えい)像 (ぞう)によるプ (ぷ)レ (れ)ゼ (ぜ)ン (ん)テ (て)ー (ー)シ (し)ョ (ょ)ン (ん)

	
	午 (ご)後 (ご)２時 (じ)から午 (ご)後 (ご)２時 (じ)15分 (ふん)

	
	休 (きゅう)憩 (けい)

	
	午後 (ごご)２時 (じ)15分 (ふん)から午後 (ごご)４時 (じ)

	
	【分 (ぶん)科 (か)会 (かい)】西 (にし)館 (かん)（ホ (ほ)ー (ー)ル (る)・各 (かく)講 (こう)義 (ぎ)室 (しつ)）、中 (ちゅう)央 (おう)館 (かん)（講 (こう)義 (ぎ)室 (しつ)）
　※ 各 (かく)分 (ぶん)科 (か)会 (かい)の内 (ない)容 (よう)は2ペ (ぺ)ー (ー)ジ (じ)の【分 (ぶん)科 (か)会 (かい)の内 (ない)容 (よう)】を見 (み)てください
[bookmark: _Hlk111711532]A　作 (さく)文 (ぶん)のひろば　　　B　おしゃべりのひろば
C　学 (がく)習 (しゅう)者 (しゃ)参 (さん)加 (か)による教 (きょう)室 (しつ)づくり

	展 (てん)示 (じ)
	西 (にし)館 (かん)（１階 (かい)ろう下 (か)・２階 (かい)ろう下 (か)）
　◇ えんぴつポ (ぽ)ス (す)タ (た)ー (ー)　　◇ 取 (とり)組 (くみ)の報 (ほう)告 (こく)


【分 (ぶん)科 (か)会 (かい)の内 (ない)容 (よう)】　※ 今年 (ことし)は「世 (せ)界 (かい)の歌 (うた)とおどりのひろば」はありません。
	A  作 (さく)文 (ぶん)のひろば
自 (じ)分 (ぶん)の生 (お)い立 (た)ちや日 (ひ)頃 (ごろ)の生 (せい)活 (かつ)などを文 (ぶん)章 (しょう)にし、発 (はっ)表 (ぴょう)します。発 (はっ)表 (ぴょう)を聞 (き)き、感 (かん)じたことを交 (こう)流 (りゅう)します。
	B  おしゃべりのひろば
自 (じ)分 (ぶん)の生 (お)い立 (た)ちや日 (ひ)頃 (ごろ)　　の生 (せい)活 (かつ)、教 (きょう)室 (しつ)のことなどを　　おしゃべりして交 (こう)流 (りゅう)します。
	C  学 (がく)習 (しゅう)者 (しゃ)参 (さん)加 (か)による教 (きょう)室 (しつ)づくり
学 (がく)習 (しゅう)者 (しゃ)・生 (せい)徒 (と)が主 (しゅ)役 (やく)の教 (きょう)室 (しつ)　　づくりをすすめるには、どうすれば　よいか話 (はな)し合 (あ)います。



【分 (ぶん)科 (か)会 (かい)の発 (はっ)表 (ぴょう)者 (しゃ)の募 (ぼ)集 (しゅう)について】
＊ 次 (つぎ)の2つの分 (ぶん)科 (か)会 (かい)で発 (はっ)表 (ぴょう)してくれる人 (ひと)へのお願 (ねが)いです ＊
A
作 (さく)文 (ぶん)の
ひろば

＝ A 分 (ぶん)科 (か)会 (かい)に参 (さん)加 (か)して、発 (はっ)表 (ぴょう)を希 (き)望 (ぼう)される方 (かた)へのお願 (ねが)い ＝
＊ 参 (さん)加 (か)申 (もうし)込 (こみ)書 (しょ)の発 (はっ)表 (ぴょう)のところに○をつけて提 (てい)出 (しゅつ)してください。
＊ 作 (さく)文 (ぶん)（ふりがな表 (ひょう)記 (き)）を事 (じ)務 (む)局 (きょく)に10月 (がつ)13日 (にち)（金 (きん)）までに40部 (ぶ)
　 郵 (ゆう)送 (そう)してください。
B
おしゃべりのひろば

＝ B 分 (ぶん)科 (か)会 (かい)に参 (さん)加 (か)して、発 (はっ)表 (ぴょう)を希 (き)望 (ぼう)される方 (かた)へのお願 (ねが)い ＝
＊ 参 (さん)加 (か)申 (もうし)込 (こみ)書 (しょ)の発 (はっ)表 (ぴょう)のところに○をつけて提 (てい)出 (しゅつ)してください。
＊ 文 (ぶん)章 (しょう)は必要 (ひつよう)ありません。

[image: ../DSC_0822.jpg]
【展 (てん)示 (じ)について】
＊「えんぴつポ (ぽ)ス (す)タ (た)ー」を展 (てん)示 (じ)します。
＊「取 (とり)組 (くみ)の報 (ほう)告 (こく)」の展 (てん)示 (じ)もします。教 (きょう)室 (しつ)での活 (かつ)動 (どう)のようすや、
　 各 (かく)地 (ち)域 (いき)の識 (しき)字 (じ)・日 (に)本 (ほん)語 (ご)連 (れん)絡 (らく)会 (かい)の取 (とり)組 (くみ)などを画 (が)用 (よう)紙 (し)や模 (も)造 (ぞう)紙 (し)に写真：識字・日本語センター
　　　ウェブサイトより

　 まとめてください。
＊ 展 (てん)示 (じ)物 (ぶつ)の縦 (たて)の長 (なが)さは、150cm (せんちめーとる)までにしてください。
＊ 10月 (がつ)13日 (にち)（金 (きん)）までに事 (じ)務 (む)局 (きょく)に郵 (ゆう)送 (そう)するか、こうりゅうかい当 (とう)日 (じつ)に持 (も)ってきてください。
＊ 展 (てん)示 (じ)場 (ば)所 (しょ)は実 (じっ)行 (こう)委 (い)員 (いん)会 (かい)に一 (いち)任 (にん)してください。また、展 (てん)示 (じ)物 (ぶつ)はお持 (も)ち帰 (かえ)りください。
[bookmark: _GoBack]　（残 (のこ)った展 (てん)示 (じ)物 (ぶつ)は事 (じ)務 (む)局 (きょく)で持 (も)ち帰 (かえ)り、処 (しょ)理 (り)します。教 (きょう)室 (しつ)への返 (へん)送 (そう)希 (き)望 (ぼう)には応 (こた)えかねます。）

教 (きょう)室 (しつ)のみなさんへのお願 (ねが)い


【開 (かい)催 (さい)について】
＊ 今 (こん)回 (かい)のよみかきこうりゅうかいの参 (さん)加 (か)者 (しゃ)の定 (てい)員 (いん)は300人 (にん)です。
＊ 参 (さん)加 (か)申 (もうし)込 (こみ)者 (しゃ)が多 (た)数 (すう)の場 (ば)合 (あい)、人 (にん)数 (ずう)の調 (ちょう)整 (せい)をお願 (ねが)いする場 (ば)合 (あい)があります。
【わたしの紹 (しょう)介 (かい)カ (か)ー (ー)ド (ど)について】
＊「わたしの紹 (しょう)介 (かい)カ (か)ー (ー)ド (ど)」をつくって、こうりゅうかい当 (とう)日 (じつ)に持 (も)ってきてください。
【お願 (ねが)いとお知 (し)らせ】
＊ 教 (きょう)室 (しつ)紹 (しょう)介 (かい)用 (よう)の写 (しゃ)真 (しん)１枚 (まい)をメ (め)ー (ー)ル (る)または郵 (ゆう)送 (そう)で送 (おく)ってください。全 (ぜん)体 (たい)会 (かい)で「教 (きょう)室 (しつ)紹 (しょう)介 (かい)」をする際 (さい)
　 に、教 (きょう)室 (しつ)の写 (しゃ)真 (しん)を映 (うつ)します。写 (しゃ)真 (しん)を映 (うつ)すことを希 (き)望 (ぼう)しない場 (ば)合 (あい)は、送 (おく)る必 (ひつ)要 (よう)はありません。
＊ 体 (たい)調 (ちょう)が悪 (わる)い場 (ば)合 (あい)や熱 (ねつ)がある時 (とき)は無 (む)理 (り)して参 (さん)加 (か)することのないようにしてください。
＊ ごみは各 (かく)自 (じ)でお持 (も)ち帰 (かえ)りください。
＊ 一 (いち)時 (じ)保 (ほ)育 (いく)は行 (おこな)いません。ご了 (りょう)承 (しょう)ください。
	参 (さん)加 (か)申 (もうし)込 (こみ)方 (ほう)法 (ほう)・しめきり

	★ 学 (がっ)級 (きゅう)・学 (がっ)校 (こう)・団 (だん)体 (たい)を通 (つう)じて、「参 (さん)加 (か)申 (もうし)込 (こみ)書 (しょ)」をフ (ふ)ァ (ぁ)ッ (っ)ク (く)ス (す)またはメ (め)ー (ー)ル (る)で送 (おく)ってください。
★ 学 (がっ)級 (きゅう)・学 (がっ)校 (こう)・団 (だん)体 (たい)関 (かん)係 (けい)以 (い)外 (がい)の方 (かた)は、直 (ちょく)接 (せつ)申 (もう)し込 (こ)んでください。
★「参 (さん)加 (か)申 (もうし)込 (こみ)書 (しょ)」は必 (かなら)ずしめきりまでに届 (とど)くよう提 (てい)出 (しゅつ)してください。しめきり後 (ご)にお申 (もうし)込 (こ)みい
　 ただいた方 (かた)は、参 (さん)加 (か)できない場 (ば)合 (あい)があります。
★ 参 (さん)加 (か)いただく分 (ぶん)科 (か)会 (かい)はできるだけ第 (だい)１希 (き)望 (ぼう)で決 (き)めたいと思 (おも)いますが、その分 (ぶん)科 (か)会 (かい)が定 (てい)員 (いん)を超 (こ)え
　 た場 (ば)合 (あい)は、第 (だい)２希 (き)望 (ぼう)になる場 (ば)合 (あい)があります。
★ 手 (しゅ)話 (わ)通 (つう)訳 (やく)が必 (ひつ)要 (よう)な方 (かた)、階 (かい)段 (だん)や段 (だん)差 (さ)のある移 (い)動 (どう)が困 (こん)難 (なん)な方 (かた)など、配 (はい)慮 (りょ)が必 (ひつ)要 (よう)な方 (かた)は、必 (かなら)ず　　「備 (び)考 (こう)欄 (らん)」に書 (か)いてください。
しめきり：10月 (がつ)６日 (にち)（金 (きん)）　必 (ひっ)着 (ちゃく)

	問 (とい)合 (あわ)せ先 (さき)：参 (さん)加 (か)申 (もうし)込 (こみ)書 (しょ)・作文 (さくぶん)・展 (てん)示 (じ)物 (ぶつ)送 (おく)り先 (さき)

	宛 (あて)　　　　　先 (さき)　：　だい34かい よみかきこうりゅうかい2023実 (じっ)行 (こう)委 (い)員 (いん)会 (かい)事 (じ)務 (む)局 (きょく)
　　　　　　　　　　（大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)教 (きょう)育 (いく)庁 (ちょう)市 (し)町 (ちょう)村 (そん)教 (きょう)育 (いく)室 (しつ)地 (ち)域 (いき)教 (きょう)育 (いく)振 (しん)興 (こう)課 (か)）
住 (じゅう)　　　   　所 (しょ)　：　〒540-8571　大 (おお)阪 (さか)市 (し)中 (ちゅう)央 (おう)区 (く)大 (おお)手 (て)前 (まえ)２丁 (ちょう)目 (め)
電 (でん)　話 (わ)　番 (ばん)　号 (ごう)　：　06-6944-9372 （月曜 (げつよう)日 (び)から金曜 (きんよう)日 (び)　午 (ご)前 (ぜん)９時 (じ)から午後 (ごご)５時 (じ)）
フ (ふ)ァ (ぁ)ッ (っ)ク (く)ス (す)番 (ばん)号 (ごう)　：　06-6944-6902
メ (め)ー (ー)ル (る)ア (あ)ド (ど)レ (れ)ス (す)　　　　：　shichosonkyoiku-g03@sbox.pref.osaka.lg.jp
ホ (ほ)ー (ー)ム (む)ペ (ぺ)ー (ー)ジ (じ)ア (あ)ド (ど)レ (れ)ス (す)　：　https://www.pref.osaka.lg.jp/chikikyoiku/
＊ 開 (かい)催 (さい)案 (あん)内 (ない)、参 (さん)加 (か)申 (もうし)込 (こみ)書 (しょ)はホ (ほ)ー (ー)ム (む)ペ (ぺ)ー (ー)ジ (じ)からダ (だ)ウ (う)ン (ん)ロ (ろ)ー (ー)ド (ど)できます。
　※ 事 (じ)業 (ぎょう)一 (いち)覧 (らん)ペ (ぺ)ー (ー)ジ (じ)の新 (しん)着 (ちゃく)情 (じょう)報 (ほう)に「だい34かいよみかきこうりゅうかい2023」という項 (こう)目 (もく)が
　　 あります。


【今 (こん)後 (ご)のス (す)ケ (け)ジ (じ)ュ (ゅ)ー (ー)ル (る)】いずれも、この日 (ひ)までに
必 (ひっ)着 (ちゃく)でお願 (ねが)いします
ご協 (きょう)力 (りょく)よろしくお願 (ねが)いします



10月 (がつ)６日 (にち)（金 (きん)） 　参 (さん)加 (か)申 (もうし)込 (こみ)しめきり
● 参 (さん)加 (か)申 (もうし)込 (こみ)書 (しょ)
　● 教 (きょう)室 (しつ)紹 (しょう)介 (かい)用 (よう)の写 (しゃ)真 (しん)１枚 (まい)をメ (め)ー (ー)ル (る)または郵 (ゆう)送 (そう)で送 (おく)ってください。
　　 （写 (しゃ)真 (しん)を映 (うつ)すことを希 (き)望 (ぼう)しない場 (ば)合 (あい)は必 (ひつ)要 (よう)ありません）

10月 (がつ)13日 (にち)（金 (きん)）　作 (さく)品 (ひん)提 (てい)出 (しゅつ)しめきり
● 「えんぴつポ (ぽ)ス (す)タ (た)ー (ー)」・「取 (とり)組 (くみ)の報 (ほう)告 (こく)」を郵 (ゆう)送 (そう)してください。（前 (まえ)もって郵 (ゆう)送 (そう)する場 (ば)合 (あい)）
● 「A　作 (さく)文 (ぶん)のひろば」で発 (はっ)表 (ぴょう)を希 (き)望 (ぼう)する人 (ひと)は、作 (さく)文 (ぶん)（ふりがな表 (ひょう)記 (き)つき）を40部 (ぶ)印 (いん)刷 (さつ)
　　 して郵 (ゆう)送 (そう)してください。

11月 (がつ)12日 (にち)（日 (にち)）　よみかきこうりゅうかい当 (とう)日 (じつ)
● 「わたしの紹 (しょう)介 (かい)カ (か)ー (ー)ド (ど)」を持 (も)ってきてください。
● 「えんぴつポ (ぽ)ス (す)タ (た)ー (ー)」・「取 (とり)組 (くみ)の報 (ほう)告 (こく)」を持 (も)ってきてください。（当 (とう)日 (じつ)持 (じ)参 (さん)する場 (ば)合 (あい)）


	【重 (じゅう)要 (よう)：開 (かい)催 (さい)の中 (ちゅう)止 (し)について】
【悪 (あく)天 (てん)候 (こう)のときのよみかきこうりゅうかいについて】
　こうりゅうかい当 (とう)日 (じつ)の午 (ご)前 (ぜん)７時 (じ)に、大 (おお)阪 (さか)府 (ふ)内 (ない)のどこかの地 (ち)域 (いき)に「特 (とく)別 (べつ)警 (けい)報 (ほう)」または　「暴 (ぼう)風 (ふう)警 (けい)報 (ほう)」、「大 (おお)雨 (あめ)警 (けい)報 (ほう)」、「洪 (こう)水 (ずい)警 (けい)報 (ほう)」が出 (で)ている場 (ば)合 (あい)、こうりゅうかいは中 (ちゅう)止 (し)します。
[image: ]
※ 午 (ご)前 (ぜん)７時 (じ)より後 (あと)に警 (けい)報 (ほう)が解 (かい)除 (じょ)された場 (ば)合 (あい)、午 (ご)前 (ぜん)７時 (じ)以 (い)降 (こう)に
　 警 (けい)報 (ほう)が出 (で)た場 (ば)合 (あい)も、その日 (ひ)は中 (ちゅう)止 (し)します。




【大 (おお)阪 (さか)教 (きょう)育 (いく)大 (だい)学 (がく) 天 (てん)王 (のう)寺 (じ)キ (き)ャ (ゃ)ン (ん)パ (ぱ)ス (す)への行 (い)き方 (かた)】

〔交 (こう)通 (つう)機 (き)関 (かん)〕
・ JR (じぇいあーる)天 (てん)王 (のう)寺 (じ)駅 (えき)、地 (ち)下 (か)鉄 (てつ)天 (てん)王 (のう)寺 (じ)駅 (えき)、近 (きん)鉄 (てつ)大 (おお)阪 (さか)阿 (あ)部 (べ)野 (の)橋 (ばし)駅 (えき)から約 (やく) 700m (めーとる) 
・ JR (じぇいあーる)寺 (てら)田 (だ)町 (ちょう)駅 (えき)から約 (やく) 300m (めーとる)
[image: ]


[image: ]北 (きた)口 (ぐち)

公 (こう)園 (えん)口 (ぐち)





　　※ 原 (げん)則 (そく)、自 (じ)動 (どう)車 (しゃ)の乗 (のり)入 (い)れはできません。公 (こう)共 (きょう)交 (こう)通 (つう)機 (き)関 (かん)をご利 (り)用 (よう)ください。
　　　　 公 (こう)共 (きょう)交 (こう)通 (つう)機 (き)関 (かん)での移 (い)動 (どう)が困 (こん)難 (なん)な場 (ば)合 (あい)など、自 (じ)動 (どう)車 (しゃ)の乗 (のり)入 (い)れを希 (き)望 (ぼう)する
　　　　 場 (ば)合 (あい)は、必 (かなら)ず事 (じ)前 (ぜん)にご相 (そう)談 (だん)ください。
　　　　 なお、今年 (ことし)は駐 (ちゅう)車 (しゃ)場 (じょう)スペース (すぺーす)の関 (かん)係 (けい)で、マ (ま)イ (い)ク (く)ロ (ろ)バ (ば)ス (す)など大 (おお)型 (がた)の車 (くるま)は
　　　　 乗 (のり)入 (い)れできません。

　　※ 歩 (ほ)道 (どう)橋 (きょう)を使 (つか)わずに会 (かい)場 (じょう)に行 (い)くには、JR (じぇいあーる)寺 (てら)田 (だ)町 (ちょう)駅 (えき)を利 (り)用 (よう)するか、
　　　　 JR (じぇいあーる)天 (てん)王 (のう)寺 (じ)駅 (えき)の公 (こう)園 (えん)口 (ぐち)から出 (で)て、マ (ま)ク (く)ド (ど)ナ (な)ル (る)ド (ど)がある側 (がわ)に信 (しん)号 (ごう)を渡 (わた)って
　　　　 からフ (ふ)ァ (ぁ)ミ (み)リ (り)ー (ー)マ (ま)ー (ー)ト (と)がある方 (ほう)向 (こう)に行 (い)ってください。
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